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本
年
度
か
ら
宇
城
地
域
Ｍ
Ｃ(

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル)

協
議
会
⻑
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
と
は
、
救
急
隊
員
が
、
救

急
現
場
か
ら
医
療
機
関
へ
搬

送
す
る
ま
で
の
間
に
お
い
て

⾏
う
応
急
処
置
の
質
を
医
学

的
な
観
点
か
ら
保
障
す
る
こ

と
で
、﹁
24
時
間
体
制
で
の
医

師
か
ら
の
指
⽰
、
指
導
・
助
⾔

体
制
﹂、﹁
救
急
活
動
事
後
検
証

体
制
﹂、﹁
救
急
隊
員
の
教
育
・

研
修
体
制
﹂
の
3
つ
を
柱
と
し

て
救
急
業
務
の
⾼
度
化
・
病
院

前
救
護
体
制
の
確
⽴
を
推
進

す
る
も
の
で
す
。
昭
和
38
年
の

法
制
化
か
ら
既
に
40
年
が
経

過
し
た
救
急
業
務
で
す
が
、
平

成
3
年
に
導
⼊
さ
れ
た
救
急

救
命
⼠
制
度
は
、
傷
病
者
の
救

命
率
お
よ
び
社
会
復
帰
率
の

向
上
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

国
に
お
い
て
、
救
急
救
命
⼠
制

度
発
⾜
か
ら
10
年
経
過
後
検

証
さ
れ
、
傷
病
者
搬
送
途
上
に

お
け
る
救
命
効
果
の
⼀
層
の

向
上
を
図
る
た
め
、
施
策
の
検

討
が
重
ね
ら
れ
、
メ
デ
ィ
カ
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
整
備
・

充
実
の
下
、
救
急
救
命
⼠
の
処

置
範
囲
を
拡
⼤
す
る
と
の
⽅

針
が
⽰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
平
成
15
年
4
⽉
か
ら
包
括

的
指
⽰
に
よ
る
除
細
動
、
平
成

16
年
7
⽉
か
ら
気
管
挿
管
、
平

成
18
年
４
⽉
か
ら
薬
剤
投
与

等
、
救
急
救
命
⼠
の
処
置
範
囲

の
拡
⼤
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
宇
城
地
区
で

は
平
成
15
年
に
、﹁
宇
城
地
域

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

協
議
会
﹂
が
発
⾜
し
、
宇
城
保

健
所
、
宇
⼟
郡
市
及
び
下
益
城

郡
医
師
会
、
管
内
救
急
告
⽰
医

療
機
関
と
消
防
が
連
携
し
、
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
後
の

活
動
と
し
て
、
⼀
般
市
⺠
へ
の

応
急
⼿
当
普
及
啓
発
、
⼤
規
模

災
害
に
対
応
し
た
ト
リ
ア
ー

ジ
訓
練
等
よ
り
⼀
層
の
充
実

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
⼒

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

防　

人
宇
城
地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会

　
　

会　

長　

石
垣　

孫
照

          (

宇
土
市　

石
垣
医
院　

院
長)

8 月 24 日 ( 日 ) 阿蘇市農村公園あぴか

宇
城
Ｍ
Ｃ
の
充
実
に
向
け
て

宇
城
Ｍ
Ｃ
の
充
実
に
向
け
て

第 27 回　熊本県消防操法大会 宇土市消防団



消
防
協
力
者
表
彰

消
防
協
力
者
表
彰

第第
3737
回
全
国
救
助
技
術
大
会

回
全
国
救
助
技
術
大
会

風の子会救助訓練指導
北消防署消防 1課救助係長　宮本忠和

産業医職場巡視産業医職場巡視

熊
本
県
消
防
操
法
大
会

８月１日、美里町払川『元気の森　かじか』にて小川町の小学生を中
心とした『風の子会』の夏季キャンプ指導を行いました。裏山（高さ
２０ｍ）の大木に支点を作成し、グラウンドに停車させた救助工作車
のフロントフックに下部支点を作成、車両側方の電柱に第２支点を作
成し６分の１システムにて斜めブリッジ線を展長し上部から確保・誘

導をとりながらエバックハーネス
にて小学生３０名を降下させまし
た。高低差２０ｍ・展長距離３０
ｍということもあり、さながら遊
園地のアトラクションのようでし
たが、先月山岳救助資器材一式を
配備した美里分署も、斜面からの
張り込み救助訓練を実施すること
ができ、実践に即した訓練が出来
たと思います。
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に
た
ｍ
園
た
配
張
が
た

7
⽉
5
⽇(

⼟)

、
20
時
50

分
頃
宇
⼟
市
栄
町
で
発
⽣
し

た
建
物
⽕
災
に
お
い
て
、
消

⽕
・
通
報
を
迅
速
に
⾏
い
、

⽕
災
に
よ
る
被
害
を
最
⼩
限

に
⽌
め
た
功
績
に
対
す
る
表

彰
式
が
8
⽉
22
⽇(

⾦)

午

前
10
時
か
ら
消
防
⻑
室
で
⾏

わ
れ
た
。
表
彰
さ
れ
た
⽅
は

次
の
と
お
り
。

次
の
と
お
り

8
月
29
日
（
金
）、
厳
し
い

地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
救

助
技
術
の
精
鋭981
人
が
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

す
べ
く
、
北
九
州
市
役
所
前

の
勝
山
公
園
に
集
結
し
、
第

37
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
本
部

か
ら
は
、
5
月
に
開
催
さ
れ

た
県
大
会
は
し
ご
登
は
ん
の

部
で
1
位
に
輝
い
た
南
消
防

署
消
防
1
課
救
助
係
の
福
嶋

祐
貴
副
士
長
と
、
県
大
会
を

勝
ち
抜
き
、
九
州
大
会
を
1

位
で
通
過
し
た
引
揚
救
助
の

田
中
班（
田
中
孝
二
副
士
長
、

満
潮
直
範
士
長
、
木
村
正
文

副
士
長
、
吉
田
淳
消
防
士
、

堀
貴
喜
副
士
長
）
が
出
場
し

た
。
当
日
は
、
時
折
小
雨
が

ぱ
ら
つ
き
、
足
元
が
滑
り
や

す
い
状
況
で
、
慎
重
な
行
動

が
要
求
さ
れ
た
が
、
福
嶋
副

士
長
、
田
中
班
と
も
に
見
事

入
賞
を
果
た
し
た
。
特
に
引

揚
救
助
に
つ
い
て
は
、
一
人

ひ
と
り
の
行
動
要
素
が
多

く
、
審
査
が
厳
し
い
こ
と
で

知
ら
れ
て
お
り
、
田
中
班
は

結
成
7
年
目
に
し
て
、
宇
城

広
域
消
防
本
部
と
し
て
は
、

こ
の
種
目
初
の
全
国
大
会
出

場
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

各種目の記録 (◎は入賞 )
■はしご登はん
福嶋祐貴 ◎ 16秒 60

■引揚救助
田  中  班 ◎ 89 秒 90

士
長

田
中
班
と
も
に
見
事

福嶋副士長のはしご登はん

田中班の引揚救助

熊
本
県
内
24
⽀
部
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
精
鋭
消
防
団
員

が
、
8
⽉
24
⽇
︵
⽇
︶
阿
蘇

市
農
村
公
園
﹁
あ
ぴ
か
﹂
に

集
い
、
⽇
頃
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
た
。
管
内
か
ら
は
、

宇
⼟
市
⽀
部
か
ら
⼩
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
に
第
3
分
団︵
宮

庄
・
椿
原
︶、
宇
城
市
⽀
部
か

ら
は
⼩
型
操
法
の
部
に
第
10

分
団
︵
松
橋
︶、
ポ
ン
プ
⾞
操

法
の
部
に
第
2
分
団
第
︵
機

動
班
︶、
下
益
城
郡
⽀
部
か
ら

⼩
型
操
法
の
部
に
城
南
町
消

防
団
第
4
分
団(

六
⽥)

、
ポ

ン
プ
⾞
操
法
の
部
に
美
⾥
町

消
防
団
第
1
分
団
︵
畝
野
︶

が
参
加
し
た
。
競
技
の
結
果
、

⼩
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
は
氷

川
町
、
ポ
ン
プ
⾞
操
法
の
部

は
芦
北
町
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
、
⼩
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優

勝
し
た
氷
川
町
は
10
⽉
12
⽇

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
国

⼤
会
に
出
場
す
る
。

  ⾚星伸弘さん 下⼭慶太さん
( 下⼭栄さん・史華さんは⽋席 )

住所はいずれも宇⼟市栄町

⼤
会
に
出
場
す
る

小川分署浴室を見分中の七川先生

産業医による連合各施設の職場巡視が、
8 ⽉ 7、12、14 ⽇の 3 ⽇間実施された。
これは、宇城広域連合衛⽣委員会の年度
事業のひとつとして産業医である宇⼟市
の七川医院⻑の七川幸四郎先⽣に依頼
し、毎年この時期に実施している。宇城
広域連合は、⽕葬場 (2)、清掃センター
(2)、浄化センター (1) があり消防も含
めて 14 施設が管内に点在している。巡
視には衛⽣管理者等も同⾏し、職員から
直接意⾒や要望を聞き取るなど、職場の
労働安全衛⽣環境の充実に努めている。
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災
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練

消
防
士

消
防
士

　

福
永
智
美

　

福
永
智
美

初
任
科
便
り

初
任
科
便
り

消
防
団
球
技
大
会

消
防
団
球
技
大
会
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4
⽉
に
消
防
学
校
に
⼊
校

し
、
早
い
も
の
で
学
校
⽣
活

も
残
り
1
ヶ
⽉
に
な
り
ま
し

た
。
83
⼈
い
る
学
⽣
も
家
族

の
よ
う
に
仲
良
く
な
り
、
今

は
実
技
の
効
果
測
定
や
卒
業

査
閲
に
向
け
て
の
仕
上
げ
の

段
階
に
⼊
っ
て
い
ま
す
。
5

ヶ
⽉
を
終
え
て
、
私
が
印
象

深
く
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

こ
と
が
2
つ
あ
り
ま
す
。
そ

の
1
つ
⽬
は
7
⽉
15
⽬
〜

7
⽉
17
⽬
の

3
⽇
間
の
視

察
研
修
で
す
。

こ
の
研
修
で

は
、
東
京
消

防
庁
の
消
防

学
校
⾒
学
や

富
⼠
登
⼭
⾛

破
訓
練
を
⾏

い
ま
し
た
。

東
京
消
防
庁

の
消
防
学
校

は
、
規
模
が

と
て
つ
も
な

く
⼤
き
く
設
備
も
最
新
の
物

が
整
っ
て
お
り
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
私
達
と
同

じ
⽬
標
を
持
ち
、
訓
練
し
て

い
る
姿
を
⾒
て
﹁
私
達
も
負

け
て
は
い
ら
れ
な
い
！
﹂と
、

と
て
も
良
い
刺
激
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
富
⼠

登
⼭
で
は
、
私
は
低
酸
素
症

︵
⾼
⼭
病
︶
に
か
か
り
、
今

ま
で
の
訓
練
と
は
⽐
に
な
ら

平
成
20
年
度
の
熊
本
県
総
合

防
災
訓
練
が
8
月
31
日(
日

)

、
上
益
城
郡
内
の
3
会
場

（
熊
本
県
消
防
学
校
、
御
船

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
ク
レ
ア)

で
開
催
さ
れ
た
。そ
の
う
ち
、

「
国
民
保
護
実
動
訓
練
」
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
熊
本
県
国

民
保
護
計
画
に
基
づ
い
て
実

施
さ
れ
て
お
り
今
回
が
3
回

目
。
会
場
と
な
っ
た
嘉
島
町

の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
ク
レ

ア
で
は
、
店
舗
オ
ー
プ
ン
前

の
時
間
帯
を
利
用
し
て
従
業

員
も
参
加
し
た
大
規
模
な
化

学
テ
ロ
対
処
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
今
回
の
訓
練
は
、
某
年

某
月
、
九
州
各
県
に
お
い
て

国
籍
不
明
の
武
装
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
同
時
テ
ロ(

化
学
剤

散
布)

が
発
生
し
、
本
県
で

は
上
益
城
郡
内
の
大
型
店
舗

が
被
災
、
多
数
の
傷
者
が
発

生
し
て
い
る
と
の
想
定
。
訓

練
項
目
は
、
武
装
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
化
学
剤
散
布
テ
ロ
に

伴
い
、
被
災
現

場
に
お
け
る
救

助
及
び
応
急
医

療
活
動
等
の
対

処
行
動
で
、
初

動
対
応
、
化
学

対
処(

第
1
段

階)

、
化
学
対

処(

第
2
段
階

)

、
化
学
対
処(

最
終
段
階)

の

4
項
目
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
隊
ご
と
の

活
動
と
相
互
の

連
携
の
円
滑
化

に
よ
る
化
学

が
主
な
目
的
。
初
動
対
応
と

し
て
、
店
舗
内
で
発
生
し
た

化
学
剤
散
布
テ
ロ
に
よ
り
被

災
し
た
従
業
員
等
の
避
難
誘

導
、
通
報
連
絡
の
の
ち
、
消

防
、
警
察
の
管
轄
署
臨
場
、

警
察
に
よ
る
立
入
禁
止
区
域

等
の
設
定
、
消
防
に
よ
る
被

災
状
況
の
確
認
。
化
学
対
処

(

第
１
段
階)

と
し
て
、
消

防
、
警
察
の
化
学
対
処
部
隊

現
場
臨
場
、
警
察
に
よ
る
ホ

ッ
ト
ゾ
ー
ン
の
設
定
、
消

防
、
警
察
に
よ
る
被
災
者
の

救
助
、
除
染
、
警
察
に
よ
る

原
因
物
質
特
定
の
簡
易
検
知

及
び
検
体
回
収
搬
送
、
す
べ

て
の
関
係
機
関
に
よ
る
現
地

調
整
所
設
置
。
化
学
対
処(

第
2
段
階)
と
し
て
、
自
衛

隊
、日
赤
の
化
学
対
処
部
隊
、

救
護
部
隊
現
場
臨
場
、消
防
、

警
察
、
自
衛
隊
に
よ
る
被
災

者
の
救
助
除
染
、
自
衛
隊
、

日
赤
に
よ
る
救
護
ト
リ
ア
ー

ジ
。
化
学
対
処(

第
3
段
階

)

と
し
て
、
消
防
、
自
衛
隊
、

県
に
よ
る
被
災
者
の
搬
送(

上
益
城
消
防
救
急
車
、
防
災

ヘ
リ
、
自
衛
隊
ヘ
リ)

、
自

衛
隊
衛
生
隊
に
よ
る
現
場
及

び
地
域
除
染
と
い
う
一
連
の

流
れ
を
行
っ
た
。

警察と自衛隊による除染活動

な
い
程
苦
し
い
⾃
分
⾃
⾝
と

の
戦
い
で
し
た
。
頭
が
割
れ

る
ほ
ど
痛
く
な
り
、
何
度
も

﹁
も
う
登
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
﹂
と
諦
め
そ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
同
じ
班
の
仲
間

が
⽀
え
て
く
れ
頂
上
ま
で
登

る
こ
と
が
で
き
、
仲
間
の
⼤

切
さ
、
有
難
さ
を
学
び
ま
し

た
。
2
つ
⽬
は
、
8
⽉
11
⽇

〜
8
⽉
15
⽇
に
か
け
て
出
⾝

の
消
防
本
部
に
勤
務
し
た
実

務
研
修
で
す
。

隔
⽇
勤
務
と

い
う
24
時
間

の
勤
務
体
制

を
初
め
て
経

験
し
、
1
勤

務
⽇
の
消
防

業
務
の
仕
事

の
流
れ
を
把

握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、

災
害
出
場
に

も
同
乗
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
先
輩
⽅
の
現

場
活
動
の
迅
速
さ
は
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
消
防

学
校
で
の
研
修
も
、
残
す
と

こ
ろ
1
ヶ
⽉
程
で
、
そ
の
後

は
実
務
の
現
場
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
残
り

の
学
校
⽣
活
で
は
基
礎
的
な

事
を
も
う
⼀
度
復
習
し
て
、

悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

8
月
17
日(

日)

、
富
合
町

雁
回
館
に
お
い
て
宇
城
管
内

消
防
団
幹
部
親
善
球
技
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
種
目
は
、

男
子
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女

子
が
ミ
ニ
バ
レ
ー
の
予
定
だ

っ
た
が
前
日
か
ら
の
雨
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
ず
、

男
子
も
ミ
ニ
バ
レ
ー
と
な
っ

た
。
中
島
幸
義
大
会
会
長
挨

拶
、
村
﨑
秀
地
元
町
長
歓
迎

の
挨
拶
、来
賓
祝
辞
等
の
後
、

昨
年
度
男
子
優
勝
の
富
合

町
、
女
子
優
勝
の
美
里
町
か

ら
優
勝
旗
の
返
還
、
富
合
町

消
防
団
清
崎
副
団
長
の
元
気

良
い
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
、

早
速
熱
い
競
技
の
火
ぶ
た
が

切
ら
れ
た
。各
チ
ー
ム
と
も
、

時
折
珍
プ
レ
ー
な
ど
も
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、
日
頃
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
い
か
ん
な
く
発

揮
し
た
実
り
あ
る
大
会
と
な

り
、
男
子
の
部
優
勝
は
美
里

町
、
女
子
の
部
の
優
勝
は
宇

城
市
で
幕
を
閉
じ
た
。

城
市
で
幕
を
閉
じ
た

7
⽉
15
⽬
〜

の
消
防
本
部
に
勤務隔いのを験務業の握がた災も

美里町と城南町の熱戦の様子



評
価
者
研
修
開
催

珍客訪問♪珍客訪問♪

百
時
是
消
防

(

ひ
ゃ
く
じ
こ
れ
し
ょ
う
ぼ
う)

　９月の予定
日 曜 行　事 場　所 時　間

1 月 予防勉強会 消防本部会議室 09:30 ～
1 月 県消防学校警防科 県消防学校 12 日まで
2 火 第 50 期生機関員研修 熊本南自動車学校 13:00 ～
3 水 消防職員委員会 消防本部会議室 09:30～ 12:00
3 水 熊本県防災・国民保護セミナー 県庁 13:30 ～
4 木 県消防長会警防通信担当課長会議 菊池市 5日まで
7 日 救急フェア ' ０９in ＵＴＯ 宇土シティ 11:00～ 14:30

11 木 県消防長会救急担当課長会議 宇城市三角町 12 日まで
16 火 宇城広域連合運営会議 広域連合事務局 10:00 ～
17 水 救急学習会 南消防署 09:30 ～
19 金 所属長会議 消防本部 09:00 ～
17 水 救助訓練 南消防署 09:30 ～
24 水 人権・同和研修 豊野コミュニティセンター 19:00 ～
26 金 県消防学校初任科第 51 期卒業式 県消防学校 09:00 ～
26 金 宇城広域連合議会 宇城広域連合 10:00 ～

 10 月の予定
日 曜 行　事 場　所 時　間

1 水 辞令交付式 消防本部会議室 08:30 ～
2 木 秋季火災予防運動打合会議 消防本部会議室 13:30 ～
6 月 潜水技術研修 横須賀市 17 日まで
9 木 潜水士試験 久留米市
11 土 九州地区消防職員親善剣道大会 福岡市
12 日 全国消防操法大会 東京ビッグサイト
15 水 県消防学校救助科第 29 期 県消防学校 11 月 14 日まで
23 木 県消防長会秋季総会 上益城
28 火 熊本県救急教育セミナー 宇城市(ウイング松橋 )

　　災害統計  

火　災 救　急 救　助
H20. 8.31 現 在 35 4,077 76
昨 年 同 期 28 4,237 50
増 減 数 +7 -160 +26

思い愛（あい）

今
更
だ
が
、
消
防
職
員
の
業
務
、
身
分

等
の
根
拠
は
地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ

れ
て
お
り
、
本
法
に
は
い
く
つ
か
の
原

則
規
定
が
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
「
す

べ
て
国
民
は
、
こ
の
法
律
の
適
用
に
つ

い
て
、
平
等
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
「
平
等
取
り
扱
い
の

原
則
」
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
す
べ

て
国
民
」
と
は
、
職
員
ま
た
は
職
員
に

な
ろ
う
と
す
る
者
、
職
員
で
あ
っ
た
者

を
指
し
て
お
り
、
憲
法
第
14
条
第
1
項

に
規
定
さ
れ
た
「
法
の
下
の
平
等
」
で

あ
る
。
消
防
職
員(

地
方
公
務
員)

は
、

採
用
か
ら
退
職
、
退
職
後
ま
で
そ
の
服

務
、
身
分
に
お
い
て
公
平
に
取
り
扱
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
公
務
員
と

し
て
の
義
務
と
権
利
の
原
則
で
あ
る

が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
「
勤
務
成
績
の
評

定
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
職
員
の
勤
務

実
績
が
正
し
く
評
価
さ
れ
、
そ
の
結
果

に
基
づ
く
身
分
取
り
扱
い
に
よ
り
志
気

を
高
め
る
目
的
で
実
施
す
る
も
の
で
、

任
命
権
者
は
そ
の
評
定
結
果
に
応
じ
た

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務

が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
人
が
人

を
評
定
す
る
」
た
め
に
は
、評
価
基
準
、

評
価
の
視
点
は
客
観
的
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
等

に
陥
ら
な
い
た
め
に
も
、
評
価
者
自
ら

が
、
日
々
研
鑽
す
る
義
務
も
生
じ
て
く

る
。評
価
者
研
修
が
3
年
目
を
迎
え
た
。

24
時
間
勤
務
と
い
う
、
と
か
く
慣
れ
合

い
に
な
り
が
ち
な
中
で
、
客
観
的
評
価

は
難
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
研
修
で

習
得
し
た
評
価
手
法
の
実
践
と
研
鑽

が
、
職
員
へ
の
本
当
の
優
し
さ
と
、
地

域
へ
の
人
財
と
い
う
利
益
還
元
に
今
後

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
希
望
す
る
。

　モラルについて思う
健常者で障がい者用駐車場に駐車する人、 自分の灰皿

はきれいなまま車からのタバコの投げ捨てる人、 はた

またゴミまでも道に投げ捨てるなどの光景が見受けら

れます。 自分の家の中でタバコ、 ゴミ等を投げ捨たり

するでしょうか ? 自分さえ良ければ， その場が良けれ

ば、 ほかの人のたちのことは考えないルールや人権を

無視した行為。 権利（ わがまま）ばかりがひとり歩きし、

義務やモラルが薄れつつあると思います。 モラルが低

下することは「 思い合い」 の心が失われていくことに

もつながり、 障がい者に対する無理解、 男女による役

割分担意識、 年齢による決めつけ等の意識解消の弊害

なっているのではないでしょうか。 モラルについて私た

ち一人ひとりが再度見直すことで、 人権問題について

の考え方が変わってくると思います。

全
て
の
こ
と
は

消
防
に
繋
が
る

 うき消防の動き 2008.09 4

消防署には、スズメが時折迷い込んできま
すが、今回は珍客「カワセミ ｣ でした。中
国で最近特に⼈気が⾼い「⽟ ( ぎょく）」
と呼ばれる翡翠も、カワセミの⽻の⾊に例
えて名づけられたということです。

8
月
26
日(

火)

、
社
団
法
人
日
本
経
営
協
会
専
任

講
師
で
社
会
保
険
労
務
士
で
も
あ
る
中
島
一
平
氏
を

講
師
と
し
て
招
き
、
平
成
20
年
度
の
評
価
者
研
修
が

実
施
さ
れ
た
。
評
価
者
研
修
は
平
成
18
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
今
回
が
3
回
目
で
、
本
年
度
は
課
長
補

佐
、
副
分
署
長
以
上
を
対
象
に
実
施
し
た
。
午
前
中

は
、
人
事
評
価
制
度
の
目
的
や
求
め
ら
れ
る
人
事

評
価
制
度
の
特
徴
、
人

事
評
価
制
度
の
全
体
像

な
ど
を
中
心
と
し
た
人

事
評
価
制
度
の
基
礎
知

識
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ

り
、
午
後
か
ら
は
当
本

部
の
評
価
シ
ー
ト
を
使

用
し
た
事
例
研
究
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
評
定

要
素
の
具
体
的
な
評
価

の
研
修
を
行
っ
た
。

　おめでとうござい誕生　おめでとうございます

網⽥分署
浦⽥公輔副⼠⻑

実華ちゃん
８⽉１９⽇⽣

豊野分署
鍬柄禎⼀副⼠⻑
昊希(こうき)くん

８⽉１０⽇⽣

城南分署
⽊村昌寛消防⼠
栄⼼  (えいしん)くん

８⽉７⽇⽣


